
シニア大学 8 期校友会会員各位 

令和 3 年 3 月 23 日（火） 

校友会会長 本間 進 

2020 年度定期総会議事録 

 2019 年度の定期総会は、新型コロナ感染症の流行で開催できず理事会の承認を総会の開催に替えると

いう経過がありました。会員へは、議案書の配布をもって了解を得たという例外的な処置が行われた。本

年度は、3 月 22 日からの緊急事態宣言の解除で、久しぶりに会員を集めた開催になった。しかし新年度

も解除が行われたにもかかわらず世界的に見ても感染症の終息は予断を許さず、校友会の事業計画の実

行にも影響が出ることが予測される。このことを会員すべてが理解した上での総会であった。 

 

１．議長及び司会の選出 

議長に令和 2 年度会長の本間進氏、司会に安達克洋氏を選出し開会。 

本年度会員数 46 名、出席者数 36 名、委任状 4 名、欠席 5 名で、総会が成立。書記に新井を指名。 

 

２．総会の討議内容 

２－１．第 1 号議案：2020 年度事業報告 

    8 期校友会事業報告を原田副会長、北協（他期を含む）事業報告を本間会長が行う。 

    新型コロナ感染症の影響で事業の中止が相次ぎ、事項の決算内容に影響を与えた。拍手で承認。 

２－２．第 2 号議案：決算及び監査報告 

    藤枝副会長から決算報告。古海監査役から八頭司監査役との精査の結果、決算書の通りとの監

査報告があった。決算は、コロナの影響で実施事業が削減し、多くの残金が生じて次年度繰越に

なった。拍手で承認。 

２－３．第 3 号議案：2021 年度役員の選出。 

本間会長に代わる立候補者無く留任を決定。用意された三役人事及び理事人事を意義無く挙手

で承認。会員は、全員ＡからＤの 4 ブロックに所属する（男 13 名、女 28 名、計 41 名）。 

２－４．第 4 号議案：新年度監査役の選任 

    会長選任事項である監査役に田中幸弘氏、八頭司敦子氏（留任）を挙手により承認。 

２－５．第 5 号議案：新年度事業計画 

    原田副会長より新年度事業計画が提起された。渋沢栄一がらみのバス旅行や成田山新勝寺への

初詣など大型企画が提起されていますが、コロナの不安を払拭し、無事実行できるよう願いまし

ょう。挙手により承認。 

２－６．第 6 号議案：新年度予算案 

    藤枝副会長から予算案の提起。前年度からの繰越金が決算報告の通り前年度より増加したこと、

これに伴い年会費を 2,000 円から 1,000 円へ減額した上での予算案であることが説明された。 

    挙手で承認。議案書の案を消すよう指示して総会を終了。 

 

以上 


